
2025年度「学生支援に関する研修会」アンケート調査結果

・開催日 2025.10.23、24

・参加者数(申込者数) 49名(49名)

　　10/23のみ17名、10/24のみ17名、10/23・24　15名

・回答者数 44名

・回収率 89.8%

・アンケート実施方法 フォームズ利用

　　・教員　2、学長室　1
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２５． 今後取り上げて欲しいテーマ、その他ご意見について

①今後取り上げて欲しいテーマ

・学生支援に関する内容、・留学生対応、・学内広報や学内掲示などを学生に見てもらうための工夫

・課外活動の現状と課題、取り組みの模範事例

・退学対策の事例、中退リスクが高い学生の特性について

・合理的配慮について

・時代の変化に合わせての発想や方法を実践している方の講義

・実務者としてのスキル向上のケーススタディ

・学生世代のSNS利用やネットリテラシー

・アウトソーシングの事例発表（スカラシップ・アドバイザー派遣制度含む）

・学生募集、入学広報、入学者の確保について

・学生支援に有効なSNSやシステムなどの事例紹介

・個人情報保護法

・学生が大学に求めているニーズ

・奨学金、修学支援新制度における今後の動き、適格認定（家計）の判定方法について

・成績不良やメンタルヘルスに問題を抱える学生への対応、保護者への対応

・就職サポートに関すること

・ピアサポートなど学生同士をつなげる取り組み

②ご意見について

・部屋の温度調整の改善（会場が寒かった）

・他のグループと話す機会がなかったので懇親会があるよい

・その分野に対する階層別、習熟度に応じて研修会を実施する

・一日で集中的に学べる研修会は大変ありがたい

・修学支援新制度で1コマ、貸与奨学金で1コマでよかった

・対面での参加者が多くなればなるほど、たくさんの情報交換の場となり、会自体の内容も濃くなる

・文科省関係者ならではの情報が得られればより満足度が高くなった

・経験年数や質問事項によってグループを分けた方が良かった

・PC利用の電源の手配

・大変充実した時間を過ごすことができた

・ありがとうございました

・大変勉強になりました
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